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1
森林経営管理制
度運用支援事業

13,680,668 13,680,668 0

市町村が実施する森林経営管理制度を
総合的に支援するため、熊本県森林組
合連合会に支援業務を委託し、アドバ
イスや相談対応、森林管理の技術支援
等を実施

・44市町村に対し巡回指導（延べ86回）及び相
談対応（延べ163件）の実施
・森林GIS使用マニュアルの作成

2
熊本県森林情報
共有システム構
築事業

2,779,000 2,779,000 0

林地台帳情報を森林クラウドシステム
に実装し、効率的な用地取得を図る。
また、当該機能の運用を普及する地域
林政アドバイザー等を育成する。

・16市町村分の地籍情報データ投入
・地域林政アドバイザー研修受講者7名

3
森林基礎情報整
備加速化事業

27,060,000 16,356,553 10,703,447

森林経営管理制における市町村の活動
を支援するための地籍情報を森林計画
図等の森林情報に反映させる取組を集
中的に実施

・八代市、天草市、山鹿市、宇城市、阿蘇市、
美里町、南小国町、山都町、多良木町、五木村
の102,351小班における地籍を森林計画図及び森
林簿に反映

4
健全な森づくり
のための森林集
積促進事業

8,710,835 8,710,835 0

森林経営管理制の推進に向け、市町村
を支援するため、所有者自ら整備・管
理することが困難な森林の所有権を意
欲あるものに移転するための支援

・所有者自ら整備・管理することが困難な森林
の所有権を、意欲ある者に移転するためのあっ
せん事業の実施（17件）

5
くまもと林業大
学校人財づくり
事業

132,423,519 13,710,599 118,712,920

くまもと林業大学校を核とした新規就
業希望者や林業経営者等の担い手確
保・育成対策に取り組んだ（給付金や
PR事業）

1 8

・くまもと林業大学校【長期課程】生徒に対し
て就業準備給付金を交付（16名）
・林業担い手確保・育成対策の事業推進のた
め、林業大学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞやPR資材を制作

6
意欲と能力のあ
る林業経営者育
成推進事業

29,938,991 29,938,991

林業の成長産業化や森林経営管理制度
に対応できる林業経営体の確保・育成
に取り組んだ（森林整備や木材生産体
制づくり）

13 13
・森林整備や木材生産の実施に必要な林業機械
や資機材の購入経費等を支援（13事業体）

7
くまもと林業経
営者スタート
アップ支援事業

6,720,000 6,720,000
林業担い手の確保を加速化させるた
め、新規林業経営者を対象に林業機械
の導入支援を実施

6 6 ・林業機械の導入支援を実施（6事業体）

8
中大規模木造建
築物推進事業

12,371,815 12,371,815 0
中大規模木造建築物の設計を担う建築
士の育成及び中大規模木造建築物の建
設を行う市町村への支援

4 250 5 8
・公共建築物や民間建築物の木造化・木質化を
推進するための木造建築物の正しい情報の発信
及び事業主、建築士に対する意識の醸成

9
くまもと県産木
材ＳＣＭ構築対
策事業

1,975,600 1,975,600 0

林業・木材産業の川上から川下までの
垂直連携と川中を中心とした加工施設
等の水平連携の強化を通じた、木材の
流通改革によるＳＣＭ機能の構築

・ＳＣＭの構築のための調査・打合せ（約30
回）を実施し、課題の抽出と関係者間の合意を
形成

10
緑のＳＤＧｓ推
進事業

4,352,454 4,352,454 0
森林認証制度及び認証材の普及啓発並
びに東京オリ・パラリンピックプラザ
に利用した森林認証材の後利用

・くまもと県産森林認証材供給協議会におい
て、ＳＮＳを通じた森林認証制度のＰＲの実施
・東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会に提供している木材の持ち帰り、保
管選別の実施

11
林産物利用加工
研究開発指導事
業

6,199,180 692,180 5,507,000

林産物利用加工に関する研究のうち、
市町村等の公共施設等への木材利用を
推進するため、中大規模木造建築物用
の構造材の合理的な組合せ乾燥方法の
確立に向けた研究

・研究業務報告書において得られた試験結果を
整理し公表

12
森林環境譲与税
基金積立事業(予
定)

0 0 0 52,387,305 人材育成等を目的とした基金積立

※1　令和5年度使途公表に合わせて、事業総額を円単位に修正しました。　令和7年（2025年）1月31日修正

担い手を対象に
した研修・講習、
求人イベント等

【ワンフレーズ】
税活用により、
・森林経営管理制度の円滑な運用に向
けて市町村を支援した結果、43市町村
のうち42市町村において意向調査が実
施され、4市町村で集積計画の作成、3
市村において経営管理権に基づく間伐
の実施につながった。
・将来の林業担い手19名を確保すると
ともに、6経営体の木材生産体制等の
整備に繋がった。
・建築士や施主の中大規模木造建築物
に対する理解の醸成が図られた。公共
施設等の中大規模木造建築物へのま
た、信頼性の高い大断面構造用乾燥材
供給につなげるため、乾燥技術の確立
に取り組んだ。

【詳細】
　森林整備分野においては、森林経営
管理制度サポートセンターを設置（熊
本県森林組合連合会に委託）し、電話
相談対応や巡回指導を行うとともに、
森林クラウドシステムに林地台帳情報
を実装し、境界画定や森林所有者探索
を効率的に行う環境を整備した結果、
令和３年度までに実施された意向調査
の取りまとめと現地調査が進み、集積
計画作成の準備が整った。
　
　林業担い手対策においては、くまも
と林業大学校における就業準備給付金
として生徒19名に助成を行ったほか、
林業の魅力等を県内外へ広く情報発信
するPR事業の実施、林業経営体の木材
生産活動等の強化のための林業機械の
導入、防護服や測量器具の購入等に対
する支援を行った。

　木材利用分野においては、・税活用
により、市町村単位ではできない建築
士の育成や施主への理解の醸成のほ
か、今後期待される中大規模木造建築
物に品質の確かな木材を供給しうる新
たな流通組織の設立の機運が高まっ
た。
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